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３ 要旨

カキの植え付けには、1年生苗をそのまま利用するより、1年または2年間養成した大苗を利用することにより、植え傷み

が少なく、乾燥が著しい年でも生育が優れる。

(1) 植え付け 1 年目における苗の枯死は、1 年生苗が最も多く、2 年生苗は少なく 3 年生苗は認められなかった（図１）。

(2) 樹体生育を比較すると、幹周、樹高、樹幅いずれも、3 年生苗が大きく、次いで 2 年生苗、1 年生苗の順であり、植え傷

みの影響の少ない大苗の利用が有利である（図 2）。

(3) 植栽 1 年後の 2 年生樹と植栽 2 年後の 2 年生樹の樹体生育には差が認められず、1 年間苗木を養成することによる

生育の遅れは認められない（図 3）。
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図 3 植栽 1 年後の 2 年生樹と

植栽 2 年後の 2 年生樹の樹体生育

図 1 植栽 1 年後における枯死率
※春先から降雨が少ない乾燥年の結果である。 図 2 苗木の種類と樹体生育（植栽 1 年後）

図４ 植栽 6 か月後の 3 年生苗


